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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

県
民
児
協
会
長

倉

持

嘉

男

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
永
年
に

わ
た
り
社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
人
や
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
い
て

も
、
支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
」
役
と
し
て
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
が
抱
え
る
課
題
が
複
雑
化
、

多
様
化
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ

の
期
待
が
高
ま
る
一
方
、
委
員
の
活
動

上
の
負
担
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
な
か
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
や
関
係
機
関
と
の
連
携
協

力
体
制
の
確
立
と
い
っ
た
活
動
環
境
の

整
備
は
重
要
な
課
題
で
す
。

近
年
、
少
子
化
や
核
家
族
化
の
常
態

化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
等
の
な
か
で
、

子
ど
も
や
、
子
育
て
家
庭
を
め
ぐ
る
課

題
は
多
様
化
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
や
貧
困
、
不
登
校
、
い
じ
め
、

引
き
こ
も
り
を
は
じ
め
、
外
国
籍
の
子

ど
も
へ
の
対
応
な
ど
も
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
住

民
の
身
近
な
存
在
で
あ
る
児
童
委
員
の

活
動
へ
の
期
待
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
問
題
の
背
景
に
は
、
家

庭
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
四
月
一
日
か
ら
「
子
ど
も
家
庭

庁
」が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
発
展
の
起
爆
剤
と
し
て
、

地
域
の
視
点
を
磨
い
て
い
く
こ
と
で
地

域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

結
び
に
活
動
に
対
し
て
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

第
４１
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
開
催
報
告

県県
民民
児児
協協
評評
議議
員員

冨冨

田田

博博

美美

第
４１
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
が
令
和
４
年
１０
月
１４
日
午
前
１０
時
よ
り
、

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
シ
テ
ィ
会
館
大
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
約
７
０
０
名
の
参
加
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
先
立
ち
、
苗
字
研
究
家
で
大
子

町
出
身
の
高
信
幸
男
氏
に
よ
る
「
楽
し
い

名
字
の
お
話
〜
名
字
に
は
隠
れ
た
日
本
文

化
が
あ
る
〜
」
と
の
演
題
で
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
名
字
の
雑
学
・
日
本
の
珍
名

等
々
、
興
味
深
い
話
に
引
き
込
ま
れ
て
し

ま
う
内
容
で
、
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

式
典
は
宇
佐
美
副
会
長
の
開
会
の
言
葉

で
始
ま
り
倉
持
会
長
の
主
催
者
挨
拶
で
は
、

７
・
８
月
の
集
中
豪
雨
、
９
月
の
台
風
等

に
よ
り
、
尊
い
人
命
を
な
く
さ
れ
た
方
々

や
ご
遺
族
に
哀
悼
の
意
を
述
べ
ら
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
以
来
、
３
年
間

は
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
感
染
者
に
よ
り
、
私
た
ち
の
活
動

も
制
約
を
受
け
、
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、

研
修
の
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て
活
動
が

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
た
い
と

の
内
容
で
し
た
。

顕
彰
に
お
い
て
は
、
個
人
表
彰
は
、
県

内
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
、

団
体
表
彰
者
は
、
２
団
体
の
代
表
者
が
受

取
り
、
そ
れ
以
外
の
表
彰
は
無
言
で
起
立

と
な
り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
は
茨
城
県
知
事
、
茨
城
県
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
、来
賓
は
、茨
城
県
共

同
募
金
会
会
長
の
ご
臨
席
を
頂
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
が
徹
底

さ
れ
た
中
で
の
意
義
深
い
大
会
と
な
り
、

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

�第９０号 ２０２３年（令和５年）１月１５日民児協いばらき



新
年
あ
い
さ
つ茨

城
県
知
事

大
井
川

和

彦

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
地
域
住
民
の
方
々
に
対
す
る

様
々
な
相
談
や
援
助
活
動
を
通
し
て
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
１２
月
に
は
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、

再
任
さ
れ
た
皆
様
、
新
た
に
委
嘱
さ
れ

た
皆
様
に
は
、
本
県
の
地
域
福
祉
の
推

進
役
と
し
て
、
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、

現
在
で
は
重
症
化
率
が
大
幅
に
低
下
し
、

コ
ロ
ナ
と
共
生
し
社
会
経
済
活
動
の
正

常
化
を
目
指
す
段
階
へ
の
転
換
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
昨
年
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
世

界
的
な
物
価
高
騰
、
歴
史
的
な
円
安
な

ど
の
出
来
事
が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
、
日

本
の
出
生
数
は
過
去
最
少
と
な
る
な
ど

急
速
に
人
口
減
少
が
進
み
、
私
た
ち
は
、

過
去
の
延
長
線
上
に
未
来
は
存
在
し
な

い
、
ま
さ
に
先
の
見
え
な
い
「
非
連
続

の
時
代
」
の
只
中
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
で
は
、
新
し
い
こ
と

に
果
敢
に
挑
戦
し
、
未
来
を
切
り
拓
い

て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま

す
こ
と
か
ら
、「
挑
戦
」「
ス
ピ
ー
ド
感
」

「
選
択
と
集
中
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
対
策
や
経
済
対
策
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
困
難
な
政
策
課
題
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

戦
略
的
な
企
業
誘
致
に
よ
り
、
県
内
外

企
業
立
地
件
数
が
５
年
連
続
全
国
第
１

位
と
な
る
ほ
か
、
儲
か
る
農
業
の
実
現

に
取
り
組
み
、
農
産
物
の
輸
出
額
が
就

任
前
の
約
８
倍
と
な
る
な
ど
、
各
分
野

で
着
実
に
成
果
を
上
げ
、「
や
れ
ば
で

き
る
」
こ
と
を
証
明
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。今

後
と
も
、
県
民
の
命
と
健
康
、
そ

し
て
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
本

格
化
に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
、「
県

民
幸
福
度
�
１
」
の
実
現
に
向
け
て
挑

戦
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

結
び
に
、
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
参
加
し
て

県県
民民
児児
協協
理理
事事

中中

野野

傳傳

功功

コ
ロ
ナ
感
染
が
未
だ
収
ま
ら
な
い
な
か
、

澄
み
切
っ
た
秋
空
の
も
と
で
、
第
９１
回
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
１０
月
１９
日
、

２０
日
の
２
日
間
、
名
古
屋
市
の
国
際
会
議

場
に
お
い
て
全
国
か
ら
２
６
０
０
余
名
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
参
集
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
倉
持

会
長
以
下
２５
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、「
名
古
屋
お
も
て
な
し
武
将

隊
」
の
演
武
で
、
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
い

た
だ
き
、
式
典
で
は
愛
知
県
民
児
連
会
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
、
全
民
児
連
会
長
の
式

辞
、
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
と
続
き
、
そ
の

後
は
各
賞
の
表
彰
に
移
り
、
茨
城
県
で
は

永
年
勤
続
単
位
民
児
協
会
長
で
２
名
、
永

年
勤
続
単
位
民
児
協
役
員
表
彰
で
４
名
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
表
彰
で
７９

名
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
講
義
で
は
「
み
ん
な
の
幸
せ
の
た

め
に
〜
人
に
寄
り
添
い
助
け
合
う
社
会

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
ＣＯ
ＣＯ

む
ね
つ
ぐ

と
く

じ

壱
番
屋

創
業
者
の
宗
次

徳
二
氏
の
講

演
が
あ
り
。
私
財
を
拠
出
し
て
造
っ
た
ク

ラ
シ
ッ
ク
専
用
の
「
宗
次
ホ
ー
ル
」
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
会
の
重
要
性
を
ソ
フ
ト
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
９
の
活
動
交
流
集
会
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
各
会
場
に
分
散
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
５
名
は
「
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
」
テ
ー
マ
の
交
流
集
会
に
参

加
し
、
３
人
の
事
例
発
表
が
あ
り
、
名
古

屋
市
の
方
の
「
サ
ロ
ン
活
動
を
通
じ
た

み
ん
な
で
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
」
の
発

表
は
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
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令
和
４
年
７
月
２８
日
、
２９
日
の
両
日
、

静
岡
県
浜
松
市
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
と
ホ

テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松
に
て
、
第
８２

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活

動
研
究
協
議
会
が
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
１０

都
県
と
８
市
か
ら
代
表
者
（
本
県
か
ら
は

倉
持
会
長
他
８
名
が
参
加
）
が
集
ま
り
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
開
会
の
式
典
の
後
、
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
民
生
部
部
長
の
熊
坂
淳

氏
に
よ
る
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
で
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

を
取
り
巻
く
動
向
」
と
し
て
、
こ
ど
も
家

庭
庁
の
創
設
に
よ
る
変
化
や
、
社
会
問
題

化
し
て
い
る
孤
独
・
孤
立
対
策
の
動
向
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
民

児
連
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
全

国
１
万
人
へ
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

関
す
る
意
識
調
査
結
果
や
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
行
動
指
針
、「
災
害

時
要
援
護
者
支
援
」
と
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
、
全
民
児
連
令
和
４
年
度
事
業

計
画
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も

災
害
時
要
援
護
者
支
援
に
関
し
て
、
民
生

委
員
へ
の
過
度
な
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

民
生
委
員
の
役
割
は
、
平
常
時
の
体
制
整

備
へ
の
協
力
を
基
本
に
し
、
発
災
時
に
は
、

委
員
本
人
と
家
族
の
安
全
確
保
を
最
優
先

に
、「
災
害
に
備
え
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
に
関
す
る
指
針
」
の
改
訂
を
し

て
い
く
と
い
う
話
は
印
象
的
で
し
た
。

２
日
目
に
は
、
４
つ
の
テ
ー
マ
で
分
科

会
が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
４
人
の
実
践
報

告
を
受
け
て
、
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
第
１
分
科

会
で
、
県
民
児
協
の
羽
成
利
広
理
事
が
大

い
に
参
考
に
な
る
発
表
を
さ
れ
、
全
体
を

通
し
大
変
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

◆
県
民
児
協
開
催
の
研
修
会
報
告

▼
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
副
会
長
合
同
研
究
協
議
会（
班
別
）

令
和
４
年
度
会
長
・
副
会
長
合
同
研
究

協
議
会
（
班
別
）
が
、
県
北
・
県
央
・
鹿

行
地
域
（
６
月
１６
日
、
１７
日
）
県
南
・
県

西
地
域
（
６
月
３０
日
、
７
月
１
日
）
の
２

回
に
分
け
、
１
２
４
名
が
参
加
し
て
、
大

洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
泉
惠
造
研
修
企
画
工
房

泉
惠
造
氏
に
よ
る
「
組
織
の
灯
台
を
目
指

そ
う
！
〜
有
意
義
な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
進

め
て
い
く
た
め
に
！
〜
」
と
題
し
た
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
グ
ル
ー
プ
討

議
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
行
政
講
話
と
し
て
県
警
組

織
犯
罪
対
策
課
か
ら
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
の

被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」、
県
防
災
・

危
機
管
理
課
か
ら
「
自
主
防
災
組
織
の
活

動
」、
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
「
高
次
脳
機
能
障
害
及
び
茨
城
県
高

次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内

容
に
つ
い
て
」
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
そ
の
他
３
回
の
研
修
会

７
月
２２
日
に
主
任
児
童
委
員
研
修
会

（
講
師：

二
井
矢
旬
子
氏
、
３
地
区
の
活

動
報
告
、
２
６
７
名
参
加
）、
８
月
３１
日

に
全
体
研
修
会
（
講
師：

松
藤
和
生
氏
、

５
５
１
名
参
加
）、
９
月
２８
日
に
前
回
６

月
の
研
修
に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
会
長
・

副
会
長
を
対
象
と
し
た
会
長
・
副
会
長
合

同
研
究
協
議
会
（
講
師：

泉
惠
造
氏
、

２
３
７
名
参
加
）
を
、
い
ず
れ
も
ザ
・
ヒ

ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

（
県
民
児
協
事
務
局
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て

県
民
児
協
理
事

菊

地

則

行

�第９０号 ２０２３年（令和５年）１月１５日民児協いばらき
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単
位
民
児
協
版
活
動
強
化
方
策
の
作
成

マ
ニ
ュ
ア
ル
（「
以
下
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

と
い
い
ま
す
。」）
に
つ
い
て
は
、
体
裁
を

新
た
に
整
え
た
令
和
４
年
版
を
令
和
４
年

７
月
５
日
に
各
市
町
村
民
児
協
会
長
あ
て

送
付
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、
土
浦
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
の
依

頼
に
よ
り
、
令
和
４
年
８
月
５
日
に
同
連

合
会
理
事
会
に
お
い
て
約
２０
名
を
対
象
に
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
っ
た
単
位
民
児
協
版
活

動
強
化
方
策
（「
以
下
「
方
策
」
と
い
い

ま
す
。」）
の
作
成
方
法
や
そ
の
意
義
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

説
明
後
の
理
事
の
方
々
と
の
質
疑
応
答

の
概
要
は
別
表
１
の
と
お
り
で
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
、
令
和
４
年
８
月
か
ら
１０
月
に
か

け
て
県
内
の
全
単
位
民
児
協
を
対
象
と
し

て
、
１２
月
の
一
斉
改
選
前
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
利
用
状
況
を
調
査
し
、
併
せ
て
方
策
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
の
ご
意
見
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
は
、

各
市
町
村
民
児
協
の
会
長
さ
ん
に
報
告
し

ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
別
表
２
の
と
お
り

で
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

利
用
し
た
団
体
が
１４
団
体
（
１２
�
５
％
）

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
団
体
が
既
に
「
方

策
」
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
利
用
を
検

討
し
て
い
る
団
体
が
３７
団
体（
３３
�
０
％
）

あ
り
ま
し
た
。

各
会
長
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
ご

意
見
は
別
表
３
の
と
お
り
で
あ
り
、
方
策

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
様
々
な
考
え
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

土
浦
市
で
の
質
疑
に
お
い
て
回
答
し
ま

し
た
と
お
り
、
方
策
の
作
成
と
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
利
用
は
、
強
制
的
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
単
位
民
児
協
の
中
で
、
委
員

活
動
を
支
援
す
る
大
き
な
ツ
ー
ル
に
な
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
上
手
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
強
化
に
結
び
付
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
民
児
協
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
参
考

に
、
各
単
位
民
児
協
の
活
動
を
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
検
討

し
、
一
斉
改
選
後
に
改
め
て
方
策
の
考
え

方
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
ご
説
明
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

単
位
民
児
協
版
活
動
強
化
方
策
に
つ
い
て

県
民
児
協
事
務
局

別
表
１

土
浦
市
民
児
協
理
事
と
の
主
な
質
疑

質

問

回

答

１

方
策
は
毎
年
作
成
す
る
も
の
な

の
か
。
ま
た
、
作
成
に
係
る
日

数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

方
策
は
、
毎
年
の
事
業
計
画
や
事
業
方
針
に
反
映
で

き
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
の
で
、
毎
年
作
成
す
る

必
要
は
な
い
。
作
業
日
数
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
モ
デ
ル

地
区
で
半
年
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

２

気
に
な
る
シ
ー
ト
整
理
表
を
ま

と
め
て
意
見
を
集
約
す
る
の
は

大
変
な
の
で
、
提
出
し
て
も

ら
っ
た
シ
ー
ト
を
も
と
に
話
し

合
う
こ
と
で
も
い
い
か
。

意
見
の
集
約
方
法
は
色
々
あ
る
の
で
、
話
し
合
い
の

結
果
と
し
て
方
策
の
作
成
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
と
考

え
て
い
る
。

３

気
に
な
る
シ
ー
ト
整
理
表
は
誰

に
公
表
す
る
の
か
。
問
題
を
定

例
会
で
話
し
合
え
ば
い
い
の
か
。

気
に
な
る
シ
ー
ト
整
理
表
は
個
人
名
が
記
載
さ
れ
な

い
様
式
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た

課
題
や
問
題
点
を
各
委
員
が
話
し
合
う
材
料
と
し
て

使
っ
て
も
ら
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

４

方
策
は
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。

作
成
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。

回
答
内
容

回
答
数

構
成
比
％

１

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
利
用

１４

１２
�
５

内
訳

方
策
作
成
済

１

方
策
作
成
中

１

気
に
な
る
シ
ー
ト
を
分
類
整
理
済

７

気
に
な
る
シ
ー
ト
を
配
付
、
提
出
済

５

２

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
利
用
を
検
討
中

３７

３３
�
０

３

マ
ニ
ュ
ア
ル
利
用
の
予
定
な
し

５５

４９
�
１

４

方
策
作
成
済
み
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
モ
デ
ル
地
区
）

１

０
�
９

５

そ
の
他

５

４
�
５

合

計

１１２

１００
�
０

主
な
意
見

１

方
策
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
会
長
だ
け
で
な
く
各
委
員
の
理
解
を
得
な
い
と
前
に
進

ま
な
い
。
県
の
事
務
局
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

２

定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
気
に
な
る
シ
ー
ト
に
つ
い
て
の
事
務
局
か
ら
の
回
答
に
よ
り
相

談
・
支
援
の
統
一
化
が
図
ら
れ
た
。

３

提
出
さ
れ
た
気
に
な
る
シ
ー
ト
に
よ
り
新
た
な
課
題
が
認
識
さ
れ
、
そ
の
解
決
が
図
ら

れ
た
。

４

気
に
な
る
シ
ー
ト
を
事
例
研
修
に
利
用
し
て
い
る
。

５

委
員
の
な
り
手
が
い
な
い
状
況
の
な
か
で
、何
を
強
化
す
る
の
か
、方
策
は
必
要
な
の
か
。

�

別
表
２

県
内
民
児
協
へ
の
調
査
結
果

別
表
３

県
内
民
児
協
へ
の
調
査
結
果
（
各
会
長
か
ら
の
主
な
意
見
）
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那
珂
市
連
合
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
、
三
つ
の
単
位
民
児
協
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
体
の
定
数
は
主
任
児
童
委
員
六
名
を
含
む
百
五
名
で
す
。

今
期
は
、
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
、
定
例
会
や
研
修
会
が

計
画
的
に
推
進
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
や
個
々
の
活
動
も
制
限
さ
れ
る
な

ど
、
苦
慮
す
る
場
面
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

那
珂
市
民
児
協
で
は
、
広
報
紙
「
民
児
協
だ
よ
り
那
珂
」
を
毎
月
発
行
し
て

お
り
ま
す
。
各
種
研
修
会
に
参
加
し
て
の
感
想
や
単
位
民
児
協
が
実
施
し
た
活

動
内
容
の
報
告
な
ど
、
さ
ら
に
は
自
由
投
稿
や
連
絡
事
項
、
折
々
の
写
真
等
も

掲
載
し
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
原

稿
は
、
編
集
委
員
会
（
七
名
）
で
確
認
校
正
し
、
原
則
と
し
て
毎
月
の
定
例
会

時
に
発
行
配
付
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
十
月
現
在
で
二
百
四
十
五
号

を
数
え
、
二
十
年
余
り
継
続
し
て
き
て
い
る
特
色
あ
る
活
動
で
す
。
今
後
と
も
、

委
員
同
士
の
情
報
共
有
や
士
気
高
揚
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
昨
今
、
私
た
ち
委
員

の
担
う
役
割
も
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
一
向
に
収
束

し
な
い
中
、
十
二
月
一
日
に
は
一
斉
改

選
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
の
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と

し
て
、
そ
の
立
場
や
使
命
を
踏
ま
え
、

心
新
た
に
活
動
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

鹿
嶋
市
は
、
東
に
鹿
島
灘
、
西
に
北
浦
を
臨
み
、
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景

観
が
多
く
み
ら
れ
、
製
鉄
業
を
中
心
と
し
た
基
幹
産
業
と
共
に
急
速
に
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
近
年
高
齢
化
が
進
行
し
、
令
和
２
年
に
は
、
全
世
帯
の
４６
・
５
％

が
高
齢
者
を
含
む
世
帯
、
高
齢
者
独
居
世
帯
も
１１
・
９
％
と
な
る
な
ど
、
高
齢

者
の
見
守
り
体
制
の
充
実
や
災
害
時
の
避
難
体
制
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
鹿
嶋
市
連
合
民
児
協
は
、
３
つ
の
単
位
民
児
協
の

下
、
９７
名
体
制
で
、
住
民
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
高
齢
者
に
接
す

る
こ
と
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
へ
の
相
談
活
動
等
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
単
位
民
児
協
毎
に
定
例
会
に
て
、
事
例
や
情
報
を
共
有
、
課
題

解
決
協
議
と
共
に
、
各
分
野
の
講
師
を
招
い
て
の
研
修
を
実
施
、「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
問
題
」
や
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
」、
最
近
で
は
、「
里
親
制
度
」
な

ど
、
新
た
な
福
祉
課
題
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

３
年
前
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
三
密
を
回

避
し
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ

て
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
訪
問
、
見
守
り

活
動
等
を
、
鹿
嶋
市
独
自
の
地
域
福
祉
推
進

委
員
と
連
携
を
図
り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

に
合
わ
せ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
と
も
に
支
え
あ
い
、
助
け
あ
う

な
か
で
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」
づ
く

り
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
鹿
嶋
市
民
生
委

員
・
児
童
委
員
一
丸
と
な
っ
て
地
道
な
活
動

に
努
め
ま
す
。

那那珂珂市市

那
珂
市
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

那
珂
市
連
合
民
児
協
会
長

大
和
田

優

鹿鹿嶋嶋市市

鹿
嶋
市
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

鹿
嶋
市
連
合
民
児
協
会
長

大

崎

春

三
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石
岡
市
は
、
茨
城
県
の
中
心
に
位
置
し
、
人
口
が
約
７
万
２
千
人
で
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
は
、
５
地
区
１
６
３
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
当
府
中
地
区
は
中
学
校
１
校
、
小
学
校
３
校
の
地
区
で
、
主
任

児
童
委
員
２
名
を
含
め
た
３２
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
区
の
特
徴
は
、
住
宅

地
と
農
村
地
帯
、
工
業
地
帯
の
混
在
で
、
世
帯
数
は
約
７
７
４
０
世
帯
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
数
は
１
４
２
７
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
地
区
で
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
地
域
住
民
に
対
し
、
公
平
か
つ
迅
速
な
支

援
が
行
え
る
よ
う
、
月
に
一
回
の
定
例
会
に
お
い
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
社
協

が
行
っ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
、
知
識
習
得
を
行
い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希

薄
が
進
ん
で
い
る
現
状
に
お
い
て
、
昨

今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
は
大
き
く
、
自
宅
訪
問
に
よ
る
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
支
援

や
、
気
に
な
る
家
庭
へ
の
支
援
な
ど
制

限
を
受
け
、
本
来
の
活
動
が
出
来
な
い

歯
が
ゆ
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
た
活
動
の

在
り
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民
の

立
場
に
立
ち
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相

手
と
し
て
、
行
政
・
社
協
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
団
体
と
連
携
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

境
町
は
、
埼
玉
県
と
千
葉
県
に
隣
接
し
、
利
根
川
と
江
戸
川
が
合
流
す
る
分

岐
点
に
あ
た
り
、
古
く
は
利
根
川
水
運
を
生
か
し
た
文
化
交
流
の
場
と
し
て
栄

え
た
「
河
岸
の
ま
ち
」
で
す
。

近
年
、「
河
岸
の
歴
史
と
自
然
の
恵
み
あ
ふ
れ
る
、
次
世
代
を
育
む
安
ら
ぎ

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
自
治
体
初
の
自
動
運
転
バ
ス
運
行

な
ど
、
最
先
端
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
事
業
が
盛
ん
で
、
高
齢
者
に
も
子
育
て

世
代
に
も
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
、
男
性
３１
名
、
女
性
１６
名
の
合
計
４７

名
（
う
ち
主
任
児
童
員
３
名
）
で
構
成
さ
れ
、
各
委
員
は
４
部
会
（
生
活
福
祉
・

児
童
福
祉
・
障
が
い
福
祉
・
高
齢
福
祉
の
各
部
会
）
に
所
属
し
活
動
し
て
い
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
３
年
目
に
な
り
、
新
任
委
員
へ
の
研
修
会
、
地
域

で
の
活
動
も
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
来
の
民
生
委
員
の
活
動
も
思
う
よ

う
に
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
担
当
の
地
域
に

お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
安
否

確
認
や
見
守
り
、
子
供
た
ち
へ
の
声
掛
け
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

医
療
や
介
護
の
悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の
不

安
、
失
業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の

心
配
ご
と
な
ど
、
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
相

談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
の
専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
少
し
で
も
地

域
住
民
の
為
に
な
る
よ
う
委
員
間
で
協
力
し

て
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石石岡岡市市

石
岡
市
府
中
地
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

石
岡
市
府
中
地
区
民
児
協
会
長

金

子

�

二

境境 町町

境
町
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

境
町
民
児
協
会
長

猪

瀬

晴

男
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◎
祝
受
賞

こ
の
度
、
次
の
方
が
栄
え
あ
る
叙
勲
・

褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
叙

勲

瑞
宝
単
光
章

勝
間
田

菊
江
（
日
立
市
・
元
）

〇
褒

章

藍
綬
褒
章

坂

稔（
か
す
み
が
う
ら
市
・
元
）

◎◎
令令
和和
四四
年年
度度一一

斉斉
改改
選選
のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

茨
城
県
福
祉
政
策
課
と
水
戸
市
福
祉
総

務
課
か
ら
今
年
度
の
一
斉
改
選
に
関
す
る

資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

県
内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
定
数

は
、
別
表
１
の
と
お
り
前
回
改
選
時
の

５
２
９
１
名
か
ら
１８
名
増
員
さ
れ
て

５
３
０
９
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
改
選
で
は
委
嘱
数
が

５
１
３
８
名
で
欠
員
が
１
７
１
名
と
な
り
、

欠
員
に
対
す
る
充
足
率
は
９６
・
８
％
と
な

り
ま
し
た
。
前
回
改
選
時
と
比
較
す
る
と
、

欠
員
数
は
増
加
し
、
充
足
率
は
低
下
し
ま

し
た
。

新
任
・
再
任
別
で
見
る
と
別
表
２
の
と

お
り
新
任
者
が
１
６
４
９
名（
３２
・
１
％
）、

再
任
者
が
３
４
８
９
名
（
６７
・
９
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
前
回
改
選
時
と
比
較
す
る

と
、
新
任
者
の
比
率
が
減
り
、
再
任
者
が

増
え
ま
し
た
。

平
均
年
齢
は
、
別
表
３
の
と
お
り
６８
歳

で
、
前
回
改
選
時
よ
り
１
歳
上
が
り
ま
し

た
。
内
訳
を
み
る
と
２０
歳
代
の
委
員
１
名

が
就
任
し
た
ほ
か
、
７０
歳
代
以
上
が

２
２
２
５
名
（
４３
・
３
％
）、
特

に
７
５

歳
以
上
の
委
員
が
３
４
２
名（
６
・
７
％
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
い
い
塩
梅
（
あ
ん
ば
い
）」
と
は
、

も
と
も
と
「
塩
」
と
「
梅
酢
」（
梅
を
塩

に
漬
け
た
時
に
で
き
る
酢
）
に
味
加
減
が

丁
度
良
い
と
さ
れ
る
こ
と
が
語
源
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
物
事
を
う
ま
く
配
置
、
処
理

す
る
と
い
う
意
味
の「
按
排（
あ
ん
ば
い
）」

と
が
混
同
さ
れ
た
意
味
の
よ
う
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
昨
年
十
二
月
、

全
国
一
斉
改
選
で
新
任
・
再
任
さ
れ
て
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢

者
等
へ
の
訪
問
は
支
援
で
あ
っ
た
り
、
話

し
相
手
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、
私
た
ち
の
活

動
の
貴
重
な
地
域
情
報
源
で
す
。
一
方
で

「
来
な
い
で
欲
し
い
」
と
迷
惑
と
す
る
方

が
い
ま
す
。
又
、
子
ど
も
の
貧
困
、
い
じ

め
、
不
登
校
、
虐
待
等
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
が
社
会
問
題
化
し
て
、
新
た
な
役

割
が
生
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
家
庭

等
の
実
態
把
握
、
支
援
の
た
め
に
「
訪
問

活
動
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私
は
前
任
者

か
ら
「
い
い
按
排
」
と
い
う
言
葉
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
収
束
が
見
え
な
い
中
で
、
活
動
に
お

け
る
「
い
い
按
排
」
を
見
出
し
た
い
も
の

で
す
。

（
東
ケ
�
静
仁
）

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり
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別表１ 定数と委嘱数

充足率

９６�８％

９７�１％

欠員

１６５

６

１７１

１４４

７

１５１

委嘱数

４８１０

３２８

５１３８

４２８１

３１９

５１４０

定数

４９７５

３３４

５３０９

４９６５

３２６

５２９１

区分

地区担当

主任児童委員

計

地区担当

主任児童委員

計

年度

Ｒ４

Ｒ元

別表２ 新任と再任の別

再任

３４８９

６７�９％

３４５２

６７�２％

※元職は新任に含む

新任

１６４９

３２�１％

１６８８

３２�８％

年度

Ｒ４

Ｒ元

別表３ 平均年齢と年齢構成

７０歳以上

２２２５（３４２）

４３�３％

※Ｒ元年度一斉改選時の平均年齢は６７歳
※「２０歳代と３０歳代」の（ ）内は２０歳代の内数、「７０
歳代以上」の（ ）内は７５歳以上の内数

６０歳代

２５４６

４９�６％

４０歳代と
５０歳代

３６３

７�１％

２０歳代と
３０歳代

４（１）

０�０％

平均
年齢

６８歳

比率

年度

Ｒ４
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